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各校での非認知能力を育む取り組み

文化祭の意見作文発表会 太子中

中学校では、全⽣徒が夏休みに⽇常⽣活
で感じたことや考えたことを作⽂として
まとめ、２学期に⼊ってからクラスメー
トの前で発表する取り組みがある。クラ
ス発表で代表を決めた後、学年代表を決
める発表会を学年ごとに⾏った。学年代
表は⽂化祭で全校⽣徒の前で発表を⾏っ
た。

◇ギミック（⼯夫したところ）
「⾃分の考えをまとめて⽂章にし、⾃分
の意⾒としてみんなに発信する」という
⾔語能⼒と発信⼒の向上に取り組んでい
る。

◇効果：家族のこと、友達のこと、いじ
め問題や戦争についてなど、⾝のまわり
で起こっていることを「⾃分事」として
捉えるよう意識づけをしている。
全校⽣徒の前で発表することは勇気のい
ることであり、全員が発表することで、
「挑む⼒」「伝える⼒」「あきらめない
⼒」を育むと考える。また、発表する緊
張感を誰しもが経験することで、「受け
⼊れる⼒」「協働する⼒」が育まれ、発
表を聞く態度の育成にもつながるとも考
える。

徳留宏紀さん
太子町非認知能力アドバイザー

みんなで取り組むからこそ、他者への敬意尊重も⽣
まれますね！お互いが⼀緒に⾼め合える関係になっ
てますね。引き続き、達成するまでのプロセスを⾮
認知能⼒のレンズで⾒取って価値づけしていきま
しょう。
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運動会を経験した⼦どもたちは、達成感を味わい、成功し
たことでさらに⾃信がついてきています。
現在、各学年「フラフープ」や「⽵⾺」「縄跳び」へと遊び
が移⾏しながら、⼦どもたち⾃ら遊びたいことを選び、挑戦
する姿が⾒られています。⽇々の積み重ねが⼦どもたちの姿
に変化をもたらせます。⼦どもたち⾃⾝も⾃分の姿の変化に
気付いています。「ちょっとできるようになった」「あそこ
の線までやってみよう」「あぁ悔しいー」「今度こそ
は・・・」「やったーできた」「できるって たのしいー」
その時その時、⾊んな感情を味わっています。
とにかく、周りの⼤⼈は頑張っていることを認め、褒め、

⼦どもたちが思わずやってみたくなるような⾔葉がけやス
モールステップの⽬標を持てるようにすることを⼤切にして
います。⽬標を達成することはもちろん⼤切なことですが、
達成するまでのプロセスが何より⼤切と感じています。

やってみよう！ 町立幼稚園

裏⾯もご覧ください！



1月からは広報「たいし」で
幼小中一貫教育の今をご紹介！

町立幼稚園の幼児教育と非認知能力について
講演会を開催しました。

11⽉26⽇（⼟）太⼦町⽴幼稚園で⼟曜参観
がおこなわれました。普段の幼児教育を保護者
の⽅にみていただき、どの⼦も⽣き⽣きと楽し
そうに取り組んでいました。
参観後におこなわれたのが、太⼦町⾮認知能

⼒アドバイザーの徳留さんによる講演会。太⼦
町教育委員会から幼⼩中⼀貫教育の説明をおこ
ない、その後「幼児期こそ育みたい⾮認知能
⼒」として講演会がございました。

講演会にご参加くださりました保護者の⽅の
感想を⼀部紹介します。

その他にも「さらに具体的な取り組みを聞き
たい」という具体的な⽇々の⼦育てにおける実
践例を学びたいという声もいただき、今後の取
り組みの参考となるご意⾒もありました。

当⽇の講演を記録した映像を上の
QRコードをスマホカメラなどで読
み取っていただくと、ご覧いただく
ことができます。

・園での環境を考えると町⽴幼稚園に通えてい
ること、また、それが⼩中学校と連携されてい
ることに安⼼感も感じました。

・⾮認知能⼒という⾔葉を今⽇初めて知りまし
たが、⼦供の成⻑にとってとても⼤切なことだ
と知りました。本⽇の講演は⼦供との関わり⽅
を⾒直す良い機会になりました。

２学期より太⼦町⽴の学校園で実践されている⾮認
知能⼒を伸ばす取り組みを本通信を通して発信してき
ました。⽇々の教育活動を学校園の枠を超えて知って
いただき、太⼦町の公教育についての理解を深めてい
ただくきっかけとなれば幸いです。
２学期に８号発⾏いたしました本通信ですが、1⽉

からは太⼦町広報誌「広報たいし」にて連載すること
が決まりました。
広報誌への掲載に伴い、本通信は⼀旦終了となりま

す。⽇々、学校園ではお⼦様のために何ができるのか、
どういった⼒を伸ばしたらよいのか、など考えこれか
らも教育活動を実践していきます。
今後も太⼦町の公教育をよろしくお願いいたします。

画像はイメージ
1⽉号から掲載予定


